
取組事例紹介 

 

働き方改革応援レシピ     

 

障害者雇用を促進し企業イメージ向上を 

・助成金等を利用することで、企業の負担を軽減しながら、障害者雇用を行うことができた。 
・障害者を多数雇用したことにより税制上の優遇措置が受けられた。 
・障害者雇用を積極的に行うことで、企業イメージが向上し、人材確保につながった。 

障害者雇用率が引き上げられたこともあり、障害者雇用を進めたいが、事業所の施設・設備の面で様々な課題が
あったことから、助成金を活用し、施設のバリアフリー化※に取り組んだ。 

 全業種向け  

障害特性に応じた施設を設置したことで障害者の定
着率が上がり、仕事の習熟度も上がりました。 
設置費用は助成金を充て、企業の負担も軽減するこ
とができました。 

業種：製造業 従業員数：250名 

御社の働き方改革を「働き方改革推進支援センター」は応援します！ 
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 そのほかの事例紹介、働き方改革の活用方法等については、 
「愛知県働き方改革推進支援センター（平成30年度実施機関：愛知県社会保険労務士会）」で相談を受け付けています。 

■ 本      部：名古屋市熱田区三本松町３－１             ☎０１２０－８６８６０４ 
                                                                             hatarakikata@aichi-sr.com 

■ 豊橋出張所：豊橋市花田町字石塚４２－１（豊橋商工会議所内）  ☎０８００－２００－５２６２ 
                                                                             hatarakikatatoyo@aichi-sr.com 
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＜事業所のバリアフリー化に向け、助成金を活用！！＞ 
 １．事業計画を作成し、労働局で認定を受ける 
  ○障害者が作業を行う施設の見積もりを複数の業者からとる。 
  ○対象者の雇入れに係る面接日の設定等をする。 
 
 ２．認定を受けた後  
  ○対象労働者の雇入れ 
  ○工事の発注、契約、支払        など 

～障害者雇用支援に関する工夫～ 

障害者雇用を積極的に進め
ていきたい！ 

そ（全）3-ver.1（No.75） 

人手不足・社員の定着でお悩みの事業主様！ 

それはいいですね。 
法定の障害者雇用率◇の人数
を超えて障害者を雇用してい
れば、人数に応じて、助成金
が支給されるんですよ。 

例えば、障害者雇用安定助成金の中にある中小企業
障害者多数雇用施設設置等コースを利用してみては
いかがでしょうか。 
障害者を新たに雇入れるための施設や設備の改修費
用について助成金が支給されますよ。 

それはいいな。ぜひ利用したいものだ。 
しかし、私としても多くの障害者に働いて
ほしいが障害特性に配慮した仕事の確保や
職場環境の整備を検討しないといけないな。 

No.75 

【障害者雇用安定助成金】 
○中小企業障害者多数雇用施設設置等コース 
 設置整備に要した費用が4,500万円以上 
 かつ障害者を1５名以上雇用することで 
 最大3,000万円の助成金が支給される。 
 
※助成金には達成状況、事業計画内容等、一 
 定の支給要件があります。 

 

◇：平成30年４月１日より障害者の法定雇用率が引き上げられ、民間企業の法定雇用率は「2.2％」となりました 

※印部分：「AICHI WISH企業認定制度」 
「設備投資★★」に該当 
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